
 

 

 

   大阪市立弘済院条例施行規則の一部を改正する規則 

 

大阪市立弘済院条例施行規則（昭和26年大阪市規則第127号）の一部を次のように改正する。 

次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに順次対応する改正後欄に掲げ

る規定の傍線を付した部分のように改める。  

改正後 改正前 

第３条 [略] 

２ 条例第13条第１項第１号の食事の提供に

要する費用及び滞在に要する費用として実

費を勘案して市規則で定める額は、次に掲

げるとおりとする。 

[⑴ 略] 

⑵ 滞在に要する費用 次に掲げる区分に

応じ、それぞれ次に定める額 

ア 個室 １日につき1,231円 

イ 多床室 １日につき915円 

[３・４ 略]  

５ 条例第13条第１項第２号の食事の提供に

要する費用及び居住に要する費用として実

費を勘案して市規則で定める額は、次に掲

げるとおりとする。 

 [⑴ 略] 

⑵ 居住に要する費用 次に掲げる区分に

応じ、それぞれ次に定める額 

ア 個室 １日につき1,231円 

イ 多床室 １日につき915円 

[６・７ 略] 

８ 条例第13条第１項第３号の食事の提供に

要する費用及び滞在に要する費用として実

第３条 [同左] 

２ [同左] 

 

 

 

[⑴ 同左] 

⑵ [同左] 

 

ア 個室 １日につき1,171円 

イ 多床室 １日につき855円 

[３・４ 同左]  

５ [同左] 

 

 

 

[⑴ 同左] 

⑵ [同左] 

 

ア 個室 １日につき1,171円 

イ 多床室 １日につき855円 

[６・７ 同左]  

８ [同左] 

 

大阪市規則第100号



 

費を勘案して市規則で定める額は、次に掲

げるとおりとする。 

[⑴ 略] 

⑵ 滞在に要する費用 次に掲げる区分に

応じ、それぞれ次に定める額 

ア 個室 １日につき1,231円 

イ 多床室 １日につき915円 

[９・10 略] 

第４条 次の各号のいずれにも該当する者に

対しては、条例第13条第４項の規定により、

同条第１項各号に定める使用料の額から介

護保険法第18条に規定する保険給付（同法

第40条第11号に規定する高額介護サービス

費及び同法第52条第９号に規定する高額介

護予防サービス費を除く。）として支給を受

けるべき額を控除した額の100分の25（国民

年金法等の一部を改正する法律（昭和60年

法律第34号）附則第32条第１項の規定によ

りなお従前の例によるものとされた同法第

１条の規定による改正前の国民年金法（昭

和34年法律第141号）に基づく老齢福祉年金

（その全額につき支給が停止されているも

のを除く。）の受給権を有している者にあっ

ては、100分の50）を減額することができる。 

  

[⑴～⑸ 略]  

２ 介護保険法施行令（平成10年政令第412

号）第22条の２の２第８項若しくは第９項

又は第29条の２の２第８項若しくは第９項

の規定の適用を受ける者（当該入所者に係

る前項の規定による減額後の使用料の額か

 

 

[⑴ 同左] 

⑵ [同左] 

 

ア 個室 １日につき1,171円 

イ 多床室 １日につき855円 

[９・10 同左]  

第４条 次の各号のいずれにも該当する者に

対しては、条例第13条第４項の規定により、

同条第１項各号に定める使用料の額から介

護保険法第18条に規定する保険給付（同法

第40条第11号に規定する高額介護サービス

費及び同法第52条第９号に規定する高額介

護予防サービス費を除く。）として支給を受

けるべき額を控除した額の100分の25（国民

年金法等の一部を改正する法律（昭和60年

法律第34号）附則第32条第１項の規定によ

りなお従前の例によるものとされた同法第

１条の規定による改正前の国民年金法（昭

和34年法律第141号）に基づく老齢福祉年金

（その全額につき支給が停止されているも

のを除く。）の受給権を有している者（以下

「老齢福祉年金受給者」という。）にあって

は、100分の50）を減額することができる。 

 [⑴～⑸ 同左] 

２ 介護保険法施行令（平成10年政令第412

号）第22条の２第６項若しくは第７項又は

第29条の２第６項若しくは第７項の規定の

適用を受ける者（当該入所者に係る前項の

規定による減額後の使用料の額から前条第



 

ら前条第２項、第５項及び第８項に定める

額に相当する額を控除した額が15,000円以

下である者を除く。）に対する前項の規定の

適用については、同項中「の額から介護保

険法第18条に規定する保険給付（同法第40

条第11号に規定する高額介護サービス費及

び同法第52条第９号に規定する高額介護予

防サービス費を除く。）として支給を受ける

べき額を控除した額」とあるのは「のうち

前条第２項、第５項及び第８項に定める額

に相当する部分」とする。 

２項、第５項及び第８項に定める額に相当

する額を控除した額が15,000円以下である

者を除く。）に対する前項の規定の適用につ

いては、同項中「の額から介護保険法第18

条に規定する保険給付（同法第40条第11号

に規定する高額介護サービス費及び同法第

52条第９号に規定する高額介護予防サービ

ス費を除く。）として支給を受けるべき額を

控除した額」とあるのは「のうち前条第２

項、第５項及び第８項に定める額に相当す

る部分」とする。 

備考 表中の[ ]の記載は注記である。 

附 則 

 この規則は、令和６年８月１日から施行する。 
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